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石
巻
市
役
所
新
庁
舎
の
市

民
活
動
ル
ー
ム
を
本
学
の
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
企
画

と
し
て
期
間
利
用
し
、
自
動

車
工
学
セ
ン
タ

ー
特
別
授

業

「
こ
ど
も
車
博

士
養
成
塾
」
が

５
月
７
日
か
ら

始
ま
っ
た
。
７

月
２
日
ま
で
の

全
４
回
行
わ
れ
る
。

こ
の
特
別
授
業
は
、
小
学

生
た
ち
に
自
動
車
や
自
動
車

関
連
技
術
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
い
、
未
来
の
カ
ー
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
卵
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
開
講
。
石
巻
市

内
の
小
学
５
、
６
年
生
を
対

象
に
受
講
生
２０
人
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
２７
人
の
応
募
が

あ
っ
た
。

こ
の
日
の
講
義
で
は
、
自

動
車
が
で
き
る
ま
で
の
過
程

や
自
動
車
開
発
の
手
順
な
ど

を
ビ
デ
オ
映
像
で
見
た
後
、

最
後
に
エ
ン
ジ
ン
が
動
く
仕

組
み
を
ト
ヨ
タ
製
の
自
動
車

エ
ン
ジ
ン
の
カ
ッ
ト
モ
デ
ル

を
用
い
な
が
ら
学
ん
だ
。

子
ど
も
た
ち
は
小
学
校
で

の
普
段
の
授
業
と
は
違
っ
た

専
門
的
で
実
践
的
な
内
容

に
、
興
味
深
げ
に
ノ
ー
ト
を

と
っ
て
い
た
。
保
護
者
も
熱

心
に
聴
き
入
っ
て
い
た
。

１０
年
度
み
や
ぎ
県
民
大
学

「
石
巻
専
修
大
学
開
放
講
座
」

が
５
月
１３
日
、

本
学
で
始
ま
っ

た
。「
知
の
発
展

―
―
ど
こ
か
ら

き
た
の
か

ど

こ
へ
ゆ
く
の
か
」
を
統
一
テ

ー
マ
に
、
７
月
２９
日
ま
で
１２

回
に
わ
た
っ
て
多
彩
な
講
座

を
市
民
に
提
供
し
て
い
く
。

開
放
講
座
は
本
学
が
蓄
積

し
た
研
究
成
果
を
市
民
に
還

元
し
よ
う
と
毎
年
、
実
施
し

て
い
る
。
宮
城
県
教
委
、
石

巻
地
域
高
等
教
育
事
業
団
が

主
催
。
１３
日
の
開
講
式
・
第

１
回
講
義
に
は
石
巻
市
な
ど

の
市
民
１
４
０
人
が
出
席
し

た
。
工
藤
す
ば
る
大
学
開
放

セ
ン
タ
ー
長
が
「
ぜ
ひ
楽
し

み
な
が
ら
学
ん
で
く
だ
さ

い
」と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

経
営
学
部
の
杉
田
博
准
教
授

が
「
経
営
学
１
０
０
年
の
物

語
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
し

た
。
人
間
性
と
社
会
性
重
視

の
経
営
学
の
考

え
方
に
つ
い
て

話
し
た
ほ
か
、

「
社
会
で
最
も

影
響
力
を
持
っ

て
い
る
企
業
が
責
任
あ
る
行

動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
、
企
業
の
社
会
的
責

任
も
指
摘
し
た
。
受
講
生
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

５
月
２９
、
３０
の
両
日
、
学

生
部
主
催
の
「
フ
レ
ッ
シ
ュ

マ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
キ
ャ

ン
プ
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

企
画
は
今
年
度
新
た
に
新
入

生
を
対
象
に
企
画
さ
れ
た
も

の
で
、
交
流
を
兼
ね
た
研
修

を
行
い
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や

大
学
諸
行
事
を
は
じ
め
と
し

た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
全

般
へ
の
積
極
的
な
参
加
意
欲

を
養
う
こ
と
が
ね
ら
い
。
参

加
者
は
４０
人
で
、
初
日
は
今

年
３
月
に
新
庁
舎
に
移
転
し

た
石
巻
市
役
所
、
石
巻
市
内

の
観
光
地
を
見
学
し
た
後
、

宿
泊
地
「
宮
城
県
松
島
自
然

の
家
」へ
移
動
。本
キ
ャ
ン
プ

の
目
玉
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
研
修
」（
小
峰
直
史
専
修

大
学
文
学
部
教
授
）
や
野
外

炊
飯
に
取
り
組
ん
だ
。
２
日

目
も
研
修
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な

ど
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体

験
し
、
新
入
生
と
ス
タ
ッ
フ

（
学
生
チ
ュ
ー
タ
ー
と
教
職

員
）と
の
交
流
が
深
ま
っ
た
。

石
巻
市
内
の
自
宅
ア
パ
ー

ト
に
侵
入
し
た
窃
盗
犯
の
逮

ゆ
う

き

捕
に
協
力
し
た
土
屋
雄
生
さ

ん
（
理
工
３
・
米
沢
工
業
高
）

が
５
月
１９
日
、
石
巻
警
察
署

の
長
尾
署
長
か
ら
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
た
。

土
屋
さ
ん
は
今
年
２
月
１

日
に
発
生
し
た
空
き
巣
に
よ

る
窃
盗
事
件
で
被
害
を
受

け
、同
９
日
深
夜
、再
び
自
宅

に
侵
入
し
て
き
た
犯
人
の
逮

捕
に
協
力
し
た
。

土
屋
さ
ん
は
剣
道
部
の
代

表
で
剣
道
の
腕
前
は
学
内

一
。
２
度
目
の
侵
入
に
も
勇

た
い

じ

猛
果
敢
に
犯
人
と
対
峙
。
逃

げ
た
あ
と
を
追
跡
と
同
時
に

１
１
０
番
通
報
、
警
官
が
現

場
に
到
着
す
る
ま
で
冷
静
に

対
処
し
た
。

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
土

屋
さ
ん
は
「
一
度
は
空
き
巣

の
被
害
を
受
け
、
つ
ら
い
思

い
を
し
ま
し
た
。
犯
人
逮
捕

に
協
力
で
き
て
う
れ
し
い
」

と
謙
虚
に
語
っ
た
。

５月１８日の昼休み、本館中庭の開放イベントが

行われた。イベントでは山崎省一学生部長、大木

章央学生会長（経営２）があいさした後、吹奏楽

研究会（ＳＷＯ）が演奏を披露した。

本館中庭は昨年度まで入り口がなく、立ち入る

ことができなかったが、今年度、整備を行い、テ

ーブルと椅子が設置された。これによって学生が

中庭に自由に出入りできるようになった。現在は

休み時間や昼休みなどに利用され、くつろぎの空

間として、学生の間で好評を得ている。

「
石
巻
専
修
大
学
・
専
修

大
学
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
が

５
月
２０
日
、
仙
台
市
青
葉
区

の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

仙
台
で
行
わ
れ
、
多
く
の
受

験
生
や
高
校
教
諭
ら
が
会
場

に
詰
め
掛
け
た
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
は
学
科
展
示

ブ
ー
ス
や
、
相
良
勝
利
経
営

学
部
長
に
よ
る
「
経
営
分
析

の
本
質
―
―
結
果
か
ら
原
因

に
遡
る
」
と
題
し
た
模
擬
授

業
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
本

学
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
様

子
だ
っ
た
。ま
た
、個
別
相
談

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
入
試
概
要

や
学
部
・
学
科
の
特
徴
な
ど

に
つ
い
て
本
学
ス
タ
ッ
フ
が

説
明
。
生
徒
や
高
校
教
諭
ら

が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

ス
ー
ダ
ン
科
学
技
術
大
学

の
研
究
者
ら
４
人
が
５
月
２４

日
、
総
合
地
球
環
境
学
研
究

所
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
で
本
学
に
来
学
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は

坂
田
隆
学
長
も
加
わ
っ
て
お

り
、
「
ア
ラ
ブ
社
会
に
お
け

る
な
り
わ
い
生
態
系
の
研
究

―
―
ポ
ス
ト
石
油
時
代
に
向

け
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
ア
ラ

ブ
社
会
の
生
命
維
持
機
構
と

自
給
自
足
的
な
生
産
活
動
の

特
質
を
明
ら
か
に
し
、
地
域

住
民
の
生
活
基

盤
を
再
構
築
す

る
た
め
の
枠
組

み
を
提
示
す
る

こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

こ
の
日
、
本

学
を
訪
れ
た
の

は
、
ス
ー
ダ
ン

科
学
技
術
大
か

ら
ア
ブ
ド
ゥ
ル

ジ
ャ
ッ
バ
ー
ル

・
ア
ル
タ
イ
ー

ブ
・
バ
ー
ビ
ク

ル
、
ユ
ー
ス
フ
・
ム
ハ
ン
マ

ド
・
ア
フ
マ
ド
・
イ
ド
リ
ー

ス
、
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー

ズ
・
カ
ラ
マ
ッ
ラ
ー
・
ガ
イ

バ
ッ
ラ
ー
の
３
教
授
と
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
縄

田
浩
志
・
総
合
地
球
環
境
学

研
究
所
准
教
授
。
４
人
の
研

究
者
は
坂
田
学
長
と
今
後
の

研
究
の
方
向
性
を
話
し
合
っ

た
ほ
か
、
学
内
施
設
を
見
学

し
た
。

専
修
大
学
北
上
高
校
と
の

高
大
接
続
授
業
「
総
合
科

目
」
の
第
２
回
授
業
が
５
月

１９
日
、
同
高
校
で
行
わ
れ

た
。
「
大
学
で
の
教
育
と
は

何
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
理
工

学
部
基
礎
理
学
科
の
綾
皓
二

郎
教
授
が
、
「
高
校
と
大
学

は
何
が
違
う
か
」
「
大
学
に

お
け
る
学
び
の
転
換
」
な
ど

に
つ
い
て
話
し
た
。

綾
教
授
は
、大
学
で
は「
自

分
の
頭
で
考
え
る
学
習
」「
問

題
を
自
ら
発
見
し
、
考
え
る

こ
と
」が
大
切
だ
と
指
摘
。長

い
人
生
で
は「
自
己
学
習
力
」

に
基
づ
い
た「
生
涯
学
習
力
」

が
最
も
重
要
だ
と
し
、
強
制

さ
れ
る
学
習
で
あ
っ
て
は
い

け
な
い
―
と
述
べ
た
。

理
工
学
部
の
土
屋
さ
ん

窃
盗
犯
の
逮
捕
に
協
力

▲ 坂田学長（左から２人目）を

交え、懇談する４氏

石
巻
警
察
署
か
ら
感
謝
状

「フレッシュマン・リーダーズ・キャンプ」

未
来
の
カ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
育
成
へ

スーダンの研究者

来学、坂田学長と懇談

総合地球環境学研究所

研究プロジェクトの一環

共
創
研
究
セ
ン
タ
ー

キャンパスライフへの

積極的な参加意欲養う

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
企
画
で

▲ 研修に参加した新入生と引率スタッフ

「
こ
ど
も
車
博
士
養
成
塾
」始
ま
る

石
巻
専
修
大
学
・
専
修
大
学
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス

模
擬
授
業
や
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー

▲

エ
ン
ジ
ン
の

動
く
仕
組
み

に
興
味
津
々

「
大
学
開
放
講
座
」始
ま
る

専
大
北
上
高
と

高
大
接
続
授
業

「
大
学
で
の
教
育
と
は
何
か
」

テ
ー
マ
に
綾
教
授

み
や
ぎ
県
民
大
学
（
全
１２
回
）

▲ 杉田准教授による

第１回講義の様子

「
知
の
発
展
―
―
ど
こ
か
ら

き
た
の
か

ど
こ
へ
ゆ
く
の
か
」

▶

個
別
相
談
の
様
子

（６）２０１０年（平成２２年）６月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４７７号


